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本書は、従来の文章管理とアーカイブズを

跨ぐ体系的、網羅的な本といえよう。

記述の中心をなすキーワードは、文書の「ラ

イフサイクル概念jと「リテンション・シス

テムJであろう。「ライフサイクル」とは一生
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のこと。すなわち「文書の作成・受領から組

織化・加工・使用・保管をへて最終的な処置

にいたる」までの期間を人の一生に見立て、

その全体について包括的に見渡して文書管理

のシステムを考えるということである。従来

の日本の文書管理本ではこの概念が十分でな

かったために、現用の文書については指針が

得られでも、そこから先アーカイブズにいた

る過程についての目配りはほとんど行われて

ていなかった。またリテンション・システム

retentionとは直訳すれば「保持」の意ーを

著者は「文書のライフサイクルを計画して制

御するシステムjと定義付け、これを前提と

した文書管理システムの構築を促している。

もちろん本書のポイントはこの二つに限らな

い。目次から大まかな内容を示すと次のとお

りである(かっこ内は代表的な項)。

l章・文書管理の概要(，図書管理との関係」

IIS0 9000ファミリー」等)

2章・リテンションシステム(，レコード・シ

リーズJ，文書の評価」等)

3章・文書作成管理(，当事者J，情報技術の

利用j等)

4章・ファイノレ管理(，ファイリング・システ

ムの形式J，ファイリング設備と備品」等)

5章 ・文書センター(，文書保管会社の利用」

「文書センターの例」等)

6章・アーカイブズ(，歴史価値の評価J，史

料選択の指針と例」等

7章 ・文書管理省(，マネジメント能力用件J
「プロジェクトの組織化」等)

8章・文書管理マニュアlレ(IIS09000ファミ

リーおよび製造物資認法からの要求J，情報

源の識別・整備」等

これらに加え、末尾に文献表・用語集、索引

等が付されており、辞書的な使い方もできる。

特筆すべきは、それぞれの内容について明

快な定義と用語解説がなされている点で、今

後、用語等の本書からの「定義」引用が増す

ことは間違いない。しかし、だからといって

概念的な話に終始しているわけではなく、方

法論や施設紹介私事だが、なんと予てより
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「レコードセンターの象徴」と勝手に思って

いた「スルガ銀行伊勢原文書保存所」も登場

しているーなど具体的な事例も豊富に盛り込

まれている。

筆者は本書を「ヤキトリ屋だ」とおっしゃ

るが、私は上等な懐石料理として頂いた。懐

石料理だから、一品だけでも徹底的に頂きた

いというくいしん坊(個別の課題を追求した

い方)には物足りない嫌いもあるだろうが、

これからさらに花開くべき 「記録管理学(文

書管理学)Jの見取り図としても、お手元に置

かれて活用されることをお勧めしたい。
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